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ひろめよう・進めよう One Health
～ 一人一人が考え行動へ ～
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なじょも君 ※

オコジョ先生 ※

※ワンヘルス推進マスコット

令和
6年 9月7日（土）14：00～

【大会】

9月8日（日） 8：30～
【学会】

特別講演 「新型コロナから学ぶワンヘルスの意義」
　　　　 国立研究開発法人国立環境研究所 五箇 公一 氏



佐渡  トキ 小千谷  錦鯉 山古志 牛の角突き にいがた和牛

参加登録・口演等の申込み
①申込み先

公益社団法人 新潟県獣医師会
〒950-0965　�新潟県新潟市中央区新光町15番地２ 

　新潟県公社総合ビル６階
TEL：025-284-9298　FAX：025-281-1368
E-mail：chubu@niigatakenju.or.jp

②大会・学会等の申込み方法
●�会員の申込みは、各所属獣医師会へお願いします。

各獣医師会は、参加者を期日までに取りまとめの
うえ、所定の参加者名簿に登録料を添えてお申込
みください。�  
また会員外の方は、新潟県獣医師会に直接お申込
み願います。

●大会・学会参加登録料等
区　分 事前料金 当日料金
会　員 5,000 円 6,000 円
学　生 1,000 円 2,000 円
会員外 20,000 円 20,000 円
交流会  6,000 円  7,000 円

※�一度登録され納入された登録料等は返金できませんのでご承知ください。

●昼食は提供しませんので、各自でお願いします。

③学会口演申込み方法
本会のホームページからダウンロードした「口演申
込要領」に基づき「口演申込書」及び「口演抄録原稿
用紙」に必要事項を記入のうえ、電子メールにてお
申込みください。

④申込期限
大会・学会参加および学会口演申込期限は、令和６
年５月31日（金）までとします。

⑤参加登録票の交付
申込期日までに参加登録や交流会参加の申込みを
された方については、開催当日の受付で「参加登録
票」を交付いたします。なお、当日の登録・交流会参
加につきましては、当日納入してください。

⑥宿泊について
宿泊については、ご案内しませんので各自でご手配
をお願いします。
　
■会場について

 

ANAクラウンプラザホテル新潟
新潟市中央区万代５-11-20
TEL：025-245-3333

●新 潟 駅／タクシー約５分、徒歩約10分
●高 速 道／�北陸・関越自動車道（新潟西IC）�  

車で約20分

●新潟空港／タクシー約20分

� ※大会・学会の詳細はこちら ➡



	

プ ログラム	

第 1 日目	

	

期	 日				令和６年９月７日（土）	

場	 所	 	 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟（新潟市中央区万代 5-11-20）	

開	 場	 	 受付開始	 １３：００（受付：３階）	

	

大	 会	

式	 	 典	 １４：００～１５：００	

１	 開会のことば	

２	 物故会員に対する黙祷	

３	 大会長あいさつ	

４	 表	彰（功労者及び令和 5 年度学会優秀発表者）	

５	 来賓祝辞	

６	 大会宣言	

７	 次期開催担当獣医師会長あいさつ	

８	 閉会のことば	

	 	

特別講演	 １５：１５～１６：４５	

	 	 演	 題	「新型コロナから学ぶワンヘルスの意義」	

	 	 講	 師		国立研究開発法人国立環境研究所	生態リスク評価・対策研究室	

室長		五箇	公一	先生	

プロフィール	

1990	年、京都大学大学院修士課程修了。同年宇部興産株式会社入社。1996	年、博	

士号取得。	同年	12	月から国立環境研究所に転じ、	現在は生態リスク評価・対策	

研究室長。	

専門は保全生態学、農薬科学、ダニ学。ヒアリなどの外来	

生物防除、ネオニコチノイド農薬などの農薬リスク管理、	

および新型コロナを含む人獣共通感染症対策など、様々な	

生態リスク研究を通じて、生物多様性と人間社会の関わり	

方および持続性について模索している。著書に『クワガタ	

ムシが語る生物多様性』(集英社)、『終わりなき侵略者と	

の闘い~増え続ける外来生物』(小学館)、『これからの時代	

を生き抜くための生物学入門』(辰巳出版)など。国や自治	

体の政策にかかる多数の委員会および大学の非常勤講師を	

勤めるとともに、テレビや新聞などマスコミを通じて環境	

科学の普及啓発に力を入れている。	

	



ひろめよう・進めよう	One	Health	
～一人一人が考え行動へ～	

	

第２日目	

	

期	 日				令和６年９月８日（日）	

場	 所	 	 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟（新潟市中央区万代 5-11-20）	

開	 場	 	 ８：００	

	

学会区分	

日本産業動物獣医学会（中部地区）	 ８：３０～	 ３階	飛翔東	

日本小動物獣医学会（中部地区）	 ８：３０～	 ３階	飛翔西	

日本獣医公衆衛生学会（中部地区）	 ８：３０～	 ３階	飛翔中	

	

次	 		第	

	 	 		１	開会	8:30			２	一般公演			 ３	審査			 ４	閉会	17:00	

	

	

関連行事	

	

交	流	会	

期	 日：令和６年９月７日（土）	１７：００～１９：００	

場	 所：２階	 芙蓉東中	

	

獣医療機器等展示	

期	 日：令和６年９月７日（土）	 １３：３０～１７：００	

令和６年９月８日（日）	 	 ８：３０～１６：００	

場	 所：２階	 芙蓉西	

	

	


